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　　　　第四章　馨墨の質量ご離農（承前）

　　　　　　　　　　　（践）

（X亙）三星の二二の週期二瀬艦琶をの密度及び質量
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　多くの彗星1こ於て，若しその光度曲線を葺いて見るならば，露なる昇り

降りの曲線からの偏れ．は全く無秩序なものではない事を容易に獲見するで

あらう．而も二三の場含にはこの偏ればかなりに週期的である．彗星の此

の週期的光度愛化は以前にもLau，　Kritzi三ユgcr等の天文學者により暗示さ

れた事があるが，これが原因については殆ん曹研究されて居らない襟に思

ふ．前にも一寸申して置いた襟に，新城教授はこの現象を彗星の賑動に基

因して読明しようE試みられナこ．此の両面は遜る彗星例へばモウア・ハウス，

エンケな3の大きさがやはり第二次的の週期絶愛化を見せて居るE云ふ事

實に立って居る．若し嵩置の主張にして入れられんか，彗星の密度はこの

憂化の週期より容易に誘導されるのである．

　彗星はよく知られて居る通り或は演歌を呈し或は騒歌を呈して居るので

その光度決定は，天艦物理學的部門に於ても最も困難なる観測の一つであ

る．從って観測の誤差も決して小さくはなからうが，個々の光度測定のつ

れが二三の彗星では，かなり大きく晒鯨りに規則正しいので，観測の誤差

の中に入れて終ふわけには行かない．而かも罐威者の観測は此の方面に於

ても相當の信用を置くべきではないかε思ふ．勿論かくの如き微妙な憂化
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を論ずるに三っては，一一つの曲線を叢くにも同じ観測者が同じ器械を以て

観測せるデータのみを窃用せねばならない．何ミなれは同じ彗星でも同じ

時に，異れる観測者の記録せる光度の差は時には二三等級に及ぶ事すらあ

る．更に注意すべきは彗星の光度は月光或はその時の氣象歌艦によっても

左右されるであらう．私はこの第一の影響を避けるナこめに，約三十日の週

期を持つ融化は全べて之を省略する事にした．

　入は彗星が果して脈動をなすか否か疑ふかも知れない．併しながら此の

見地から見出した密度の値が相當のものである事から見ても，少くこも此

の假定に何等不可能な或は相許されざる矛盾があるEは云へない．

　そこで今v或る彗星には實際光度の週期的攣化があるεして，叉この愛

化はその弩星の主振動によるものεすればEmdenがポリ1・ロピツクな瓦

斯球に與へた公式を下用して，個々の彗星の李均密度を容易に計算する事

が出來る．この場合攣化の週期を秒で表せば

　　　　　　　　　　　・一（一調畳

である．Gは重力の定数，　pは李均密度を表はし，　mは與振動を決定する

spherical　harmonicsのorderを意味する・

任意に與へられナこ密度に回して最も重要な振動はsecond　orderの

harmonicに相鷹するものである．

bg　24．

　光度の週期病田化を示す，最もい・・例はBrOoks彗星（1911）である．

實際，この彗星については先にもLaUが七［」の週期を持つ攣化のある事

を見出して居る．次にBemporadが光度計で観測しナこ結果を借りて（H）

を表記する．

　　　　　　　　　　　聾rooks彗星の核の光度：
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　上表に於て（H）は△＝1に換算した光度等級を表はす．換言すれば，

彗星より軍位距離に於て見ナこ時の，その彗星の光度等級を意味する．從っ

て一般の見解に從へば，（H）は10grの一次高議であるべきである．或は

（H）をy軸にミり，Iog　rをx軸に採って，グラフを叢けば直線になる筈

である．然るに斯くして丑睾ける第三圖によれば，明かに（H）は斯くの如

き細工なる自計ではなく，更にこの彗星の光輝は七日の週期を以て振動し

て居つナこのを知るのである．故にBrOoks彗星の核の李均密度はEmden

の公式により，

　　　　　　　　　　p＝3・6・10－5　XPe

S與へられる，こNにρ。は地球の李均密度を表はす．

　：Lau其の他の入々の齪測によれば，この彗星の頭部も又同じ週期の光度

憂化を示して居た．此の事實は彗星の週期的攣化は本面面の応化に起因す

るにあらざるかを思はしめる．

　彗星の大きさは一般には一定でない．更に都合の悪い事に，私の知れる

限りでは，BroOks彗星の核の大きさに屈する槻測報告は甚だ少い．從って

その大きさも斯くの如き週期的攣化を示したか♂うかを知り得ないのみな

らす，この彗星の質量も正確には計算できない次第である．併しながら，

これが光度墜化の週期が略一定して居る事から見ても，この彗星の核の大

きさはtseCUrallyには大して愛化しなかったのではないかミ思惟されるの

である．實際，僅か残されナこ記録を拾って見るε，

　　　　　　　　　　聾rooks彗星の核の直復i

日　　時
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　そこで上表よりDの李均値を採用して，この彗星の質量の大きさの程度

を計算して見よう，

　　　　　　　m’＝　pD3．M＝s．3．1　o－7．M

Mは地球の質量である．この計算にはコーマや尾は勘定に入れてないか

ら，この彗星の全質量は疑もなくこの平字より大きい．併しながらこれら

は核の質量に比べては，恐らく僅少に過ぎないであらうから，Brooks　i彗

星の質量は地球のそれの百萬分野一程度を見てよからうε思ふ．

　筒念の爲，Schiapare］liの示した公式を利用して，・この彗星の質量及び密

廣の極限値を計算して見よう．

　　　　　　　m＞2（r／q）3×（太陽の質量）

　　　　　　　　＝＝2M．　333432．（r／q）”’　＝5．IXIO－S．］X（［

　　　　　　　　・＞2×（攣の朗読×1・一・P．

　　　　　　　　　　　　hSscqo

我々の方法で計算した質量及び密度の値は明かにこれらの撒字よりも大き

い．

　その他の彗星については，長期に亙っての連綾的な光度槻測がないので・

箪に近似的な密度の値を考：西出來るに過ぎない．その一二を下に表記すれ

ば，

　彗i星　　　　逓期　亭均密度　核の直径　ノ’有敷直裡’核の質量　”有敷質量”

　1910a　　　　　　　20〔1　　4・3＞＜10－s　　　O．45壬　　　　　1．760　　　4。OX10－7　　　2．3＞く10－5

　エンケ（1924）　25　2βX10－s　　O．220　　　0．60S　　3．8．10－s　　6．8×10－7

　　　　　　　　　槻測着　Van　BiesbrQeck

　これらこ二つの場合に於て，槻測の記鋒されて居るのは全光度のみである

（少くεも上の計算に足る襟には），で週期発ってこれが密度は全光度の曲

線から得feものである．併しながら憎きにも申した様に．光度の週期的愛

化は畦畔核の商化に由來するミ見ても同断であるので，これらの値が全彗

星の李均密度湿見倣すのは當を得ない檬に思はれる．この見地からこれを

核の李均密度εしてその質量を出して見た．がこれはさうも少し小さ過ぎ

る．殊にエンケ彗星の場合にそうである．此所に於て私は彗星の三三直径

ミでも稔すべき量を考へて，コー一vの直径の五分頃一を之に當てナこ．第五
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列に記しナこ”有敷直径”は邸ちこれである，

　一見不審に思はれる事はこれら二彗星の李均密度は，Schiaparelliの方

法に因って計算して臨界密度よりも小さい．この鋏間も一部は明かに吹の

如くして説明される．本証臨界密度なるものは，彗星がこれよりも小さい

李均密度を持つ時には，その彗星が分解し得る可能性を示したもので，こ

れより低い密度を持つfこ彗星が破壊しなかっナこからε云って刷に不審かる

には及ばないのである。實際，若しそうでないεするならば，太陽のユロ

ナを通過しナこ様な，恐しく小さい近日黒占距離を持って居ナこ彗星が分散して

終はなかっfeからには，彼等はミても信ぜられない程の大きな質量を持っ

て居ナこε考へねばならないであらう．

　　　　　　京都天室i蔓擬の脂足　（242頁爲眞説明）

　四月十七日・京都帝國大學宇宙物理學鍬室職員止徒一剛工，傘入生齪迎た降れ

て，学懸ライシ探勝逡足准試づみ弘薪戯歎授が亥悪臣華中の拝め，饒席ぜられ

ナこのは獲念であっずこが，庇の目天氣晴朗，馬足にば適用の一日であっナこ．入時宇，

京都騨に勢揃ひ，石山課にて下車，直ちに汽船に乗じて，石山に途中下船・石山

のっつじた賞美し，吏に南郷まで上船，波IE場の茶見世で中食して，外畑まで二

里の行程か徒歩，途申の風光の讃美しつy日的地についたのば二時であった，更：

に私離なやミつて約二時間，談笑のうちに流れの悠々t：るilr，　i1』聾の赫線を賞で，

宇治電堰堤に上陸・更に徒歩一里，渡船にて宇治範石機にて，親睦の夕食たすま

dて，電車にて京都【こ蹄つナこのは十時で，空1：（t美しい正々が天丈家蓮の親睦な

悦ぶやうにまナこ7こいて居7こ．此日新入生諸君のtli席の悪かつずこの匡，唯一つの憾

感であった．爲眞の宇治電堰堤に於て伊藤氏が亡つナこもので・上段右より・山村・

上田，上田氏息，中村，號木，渡邊，山本氏息，吉村，村山，稻葉，上島，外山，

中段．藤木，森川，秋葉，杉原，山本一息，下段・聲岡，竹田，山本，山本夫人．


